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星子 奈美 

 

 

序 

 

Thomas Pynchon の小説 V.において、登場人物のひとり、ハーバート･

ステンシルが追い求めているものは、タイトルの通り V.という謎である。し

かしながら、謎を追うための手がかりとなるはずの V にまつわる情報は断片

的で、集約することは困難である。本論では、こうした情報に対してステン

シルが、そして読者がどのように反応してゆくことになるのかを、情報の解

釈・取捨選択という観点から考察する。特定の情報を抽出して秩序を創り出

すこと、あるいは連想によってさらに情報を増大させてゆくことといった、

人間が情報を前にしたときの反応が、V.という謎を解く場合、あるいは V.

という小説を読む場合にどのように作用するのかについて考えたい。また、

「情報」という観点から考えれば、V.という小説そのものが情報の集積体で

あり、更にこの小説には、様々なレベルでのまとまりきれない断片的要素が

特徴的にあらわれている。そこで、人間の情報解釈行為との関係から V.の断

片的な性質にも注目する。 

 

Ⅰ 

 

まず、この小説の中で V.の謎というものがどのように現われてゆくのかを

概観する。 

Ｖ.は 1955 年から 56 年という小説内の現在について描かれている章と、

19世紀末から20世紀半ばまでの過去について描かれている章に分かれてい
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る。そして、この「過去」の章に登場するのが、Ｖを名前のイニシャルに持

つ女すなわち「Ｖ.の女」である。第３章、第７章では Victoria Wren、第８

章では Vera Meroving、第 14 章では V.、そしてエピローグで Veronica 

Manganese が現われる。これらの V.の女、更に第 11 章の “Bad Priest” と

呼ばれる人物は、象牙の櫛を持っていること、片目が義眼であることなどの

共通点を有することから、同一人物の可能性も充分考えられる。しかし、夢

占い師の Viola、ネズミの Veronica、さらに Void という男性登場人物もイ

ニシャルは V であるが、このような名前が全て V.の女と関連付けられるのか

どうかは明確ではない。 

次に、地名として現われる V というものがある。Vheissu、Venezuela、

Vatican、Vesuvius、Vallettaなどがその例である。特にVheissuは、Victoria

が出会った男性、ヒュー・ゴドルフィンが発見したという幻の土地であると

同時に、イギリス領事館が重要な暗号として注目している言葉として、第 7

章で重点的に語られている要素である。また、Valletta はステンシルの父親

シドニー・ステンシルが亡くなったマルタ島の地名である。 

人名、地名以外の V としては、Venus、Via、Vergeltungswaffe、Virtú、

Väterliche Züchtigung、victory、virgin、voeurism など V のつく単語が

小説の至るところから発見される。また、単語ではなく、図形としての V を

連想させる描写もある。例えば遠近法で先細りに見える街灯や、女性の開い

た脚、第 3 章でウェイトレスが見つける皿のしみ、砂漠の中にある緑の三角

地帯などである。 

このように、小説内には様々な V を見つけることが出来る。そして、小説

の中で V.に関連する情報を探し求めて世界中を飛び回っているのが、ハーバ

ート・ステンシルである。 

 

Ⅱ 

 

それでは、ステンシルによる V.探求の行動を考察する。彼の振る舞いは、

人間が情報に対するときの反応の一例として捉えることができる。ステンシ

ルが V.という謎を追求するようになったきっかけは、父シドニーが遺してい
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た日誌である。そこには、“There is more behind and inside V. than any 

of us had suspected. Not who, but what: what is she”１と書かれており、

ハーバート・ステンシルは、V.の女に関していくつかの手がかりを得ている。

ファショダ危機から第二次世界大戦までの動乱の時代・場所に現れるこの V.

の女に、ステンシルは大きな陰謀が絡んでいるのではないかと感じる。 

しかしながら、彼の探求は、V.の女の姿を明らかにし、陰謀を暴いていく

という明瞭な成果に向かって直進してゆくわけではない。 

 

Finding her: what then?  Only that what love there was 

to Stencil had become directed entirely inward, toward 

this acquired sense of animateness.  Having found this 

he could hardly release it, it was too dear.  To sustain it 

he had to hunt V.; but if he should find her, where else 

would there be to go but back into half-consciousness?  

He tried not to think, therefore, about any end to the 

search.  Approach and avoid.  (51) 

 

“Approach and avoid”という言葉は、彼の探求に対する姿勢を証明して

いる。謎を解いてしまえば、そこに解くべき謎は存在しない。常に謎を追う

ために、ステンシルは答えに近づきそうになったらあえてそこから離れるの

である。彼がそのように行動するのには理由がある。ステンシルは V.の探求

を始める数年前、眠るばかりの怠惰な生活を送っていた。そのため、V.の謎

解きという目的が達成されてしまえば、再び眠りの生活に後戻りしてしまう

のではないかという懸念があるのだ。V.を追跡することそれ自体は

“joyless”(50)なものである。しかし、V.を追っている自分自身の中に、ス

テンシルは“sense of animateness”(51)を見出しているために、探求を止

めるわけにはいかないのだ。  

また、ステンシルは“Forcible dislocation of personality”(58)という行

動をとることがある。これは、ステンシル自身であれば普段行わないような

ことをあえて行うというものである。 
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“Forcible dislocation of personality” was what he called the 

general technique, which is not exactly the same as “seeing 

the other fellow’s point of view”; for it involved, say, 

wearing clothes that Stencil wouldn’t be caught dead in, 

eating foods that would have made Stencil gag, living in 

unfamiliar digs, frequenting bars or cafés of a 

non-Stencilian character(58) 

 

“forcible”というところから分かるように、この行動は気分転換などといった

範疇を超え、苦痛や不快を催すようなことまで含んでいる。この彼の行為は、

彼の語りの信頼性に疑問を投げかけるものでもある。例えば、第 3 章ではス

テンシルが父シドニーの日誌から得た情報が8人の視点を通して描かれてい

るのだが、その描写の大部分が“impersonation and dream”(59)から成っ

ている可能性が示唆されている。すなわち、父の日誌の中に不足している情

報に関しては、ステンシルが語り手の 8 人になりきって補足している、ある

いは、自らの解釈に都合のいいように情報を変化させているかもしれないと

いうことになる。 

ステンシルによって情報が変化していることは、第７章でさらにはっきり

としてくる。ステンシルはそれまでの調査で、Ｖ.の女が第 1 次世界大戦期の

外交問題に関わる陰謀と関係していたのではないかという疑いを持った。そ

れは、1899 年のフィレンツェに、Victoria、Vheissu、Venus、Venezuela

といったいくつかの V が同時に現われ、さらに Vheissu を重要な暗号だと

考えるイギリス領事館の動きがあったことを彼が知ったからである。ステン

シルは、歯科医アイゲンバリューのもとに出向き、陰謀に関して知っている

ことはないかと尋ねる。しかしアイゲンバリューは、一本の歯に数ヶ所虫歯

の穴ができたからといってそこに陰謀がないのと同じように、ステンシルの

考えるような陰謀は存在しないと、「陰謀」という概念を否定的に捉えている。

さらにアイゲンバリューは、ステンシルが他人から聞いた話を、また別の人

間に説明しなおす際に、彼自身の興味のある部分を演出して語るために事実
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が歪曲して伝えられる恐れがあることを、“Stencilized”(241)という言葉で

表現している。そもそも“stencil”というのは、紙などに文字や模様をくり

ぬいた型紙のことである。同様に、ステンシルが入手した情報は、彼自身と

いう型紙を通過することで、「陰謀」という姿を与えられているのである。 

ただし、ステンシルは「陰謀」の存在を一貫して信じているわけでもない。

第 16 章では V.について語るうちに、結局 V というイニシャルと生命のない

ものとが繰り返し現われているだけなのではないかとも考えている。ステン

シルにはこのように、探求を続けることに疑問を持つ瞬間がしばしば訪れる。 

例えば、V.の追跡は夢に過ぎないという夢を見たり、どの手がかりを追い続

け、どれを捨てるかという選択の曖昧さに迷ったりしている。 

このように見てゆくと、ステンシルの探求は、その方向性に関しても、ま

た探究の過程で導き出した仮説に関しても、明確なものが見えないというの

が大きな特徴であるといえる。世界を股にかける探求者でありながら、彼の

V.という謎に対する立場が明確にならないことには、2 つの理由が考えられ

る。一つは、先程も述べたように、探求を終わらせないことが彼にとって重

要なことであるため、解答を導き出すことを自らに課していない、むしろ、

解答を出さない方が彼にとっては望ましいという理由がある。そしてもう一

つの理由は、V.に関する情報を解釈するときに生じるジレンマの間に、ステ

ンシルは立たされているということである。つまり、ステンシルが収集した

V.に関する情報が、互いに連関性を持つにせよ持たないにせよ、彼は情報の

混沌の中でさまようことになるのである。Morry Hite はこの問題について以

下のように述べている。 

 

if, V. exists, her “plot” is so far-reaching that it effectively 

makes the contemporary world a closed system, subject to 

eventual entropic rundown that terminates in a state of 

chaos. If V. does not exist, her absence effectively 

guarantees that the world is already chaotic.２ 

 

「エントロピー」は、ピンチョンがいくつかの作品で扱っている概念で、無
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秩序さの尺度を示すものである。熱力学の第二法則によれば、閉鎖したシス

テムの中ではエントロピーは不可逆的に増大し、最終的には混沌が訪れ、全

ての運動が停止するという。この法則を情報に関しても適用させると Hite

のような解釈になる。V.に関する手がかりが増えるほどに、それらの情報全

てを一つの枠内でまとめることが困難になり、V.の像は次第に曖昧になって

ゆく。そして、増殖してゆく情報に直面するのは、ステンシルだけでなく、

小説 V.の読者も同様である。 

 

Ⅲ 

 

読者は V.の謎とは一体何かという疑問を抱えながら、物語を読み進めるこ

とになる。しかし、ステンシルが V.の謎に混乱しているように、また混乱し

ているからこそ、読者は「謎を解く」ことへの障害を感じることになる。 

ステンシルは、小説の登場人物であると同時に、V.の女が現われる過去の

章は彼の視点で解釈されたものであるので、その部分においては物語の語り

手だということもできる。第 16 章で、ステンシルが “Events seem to be 

ordered into an ominous logic”(484)という言葉を発音の仕方を変えなが

ら何度も口に出したり、様々な字体で紙に書いてみたりする場面があるが、

Tony Tanner はこの場面に 

 

Stencil is doing a little what Pynchon is doing throughout 

the book, so that the text is marked by a constantly 

shifting calligraphy, as it were, and we can read it in 

different ways with differing degrees of certainty and 

dubiety about whether or not events are, or seem, ‘to be 

ordered into an ominous logic’３ 

 

と、ステンシルと作家ピンチョンの共通点を見出している。読者は小説をい

ろいろな読み方で読むことができる、とタナーは述べているが、ステンシル

の語りに“stencilize”の部分があるという言及を読んだ読者は、ステンシル
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によって与えられた情報を、そのまま謎解きの材料にすることはできない。 

 また、読者はステンシルよりも更に多くの V に出会っている、ということ

もできる。David Seed が、“V-words suddenly proliferate bewilderingly, 

words which Pynchon capitalizes so as to catch the reader’s eye. On 

only one page we find, Via, Ponte Vecchio, Vaporetto, and Visitor’s 

Guide”４と言っているが、固有名詞やドイツ語の名詞で V が大文字になって

いることによって、V という文字は読者にとって視界に入りやすいものにな

っている。もちろん、本の中には大文字で記されていないｖもあるが、読者

はそうしたｖに注目することもあると考えられる。また、第 1 章の街灯の並

んでいる情景が V という形を想起させることからも分かるように、ストーリ

ー上ステンシルの関わっていない場面にも V は現われる。つまり、読者が小

説 V.を読む過程で出会う V は、ステンシルが彼の探求において見つける V.

の謎に関する情報量よりも多いということができるのである。 

 これらの V の中から、同一人物と考えられる V.の女の言及にのみ注目し、

エピローグで語られるシドニーと Veronica の関係を考慮して、「V.はステ

ンシルの母親であり、ステンシルにとっての探求とは、母探しのことであっ

た」という結論に至るのも、「V.の様々な読み方」の一つである。しかし、

ステンシル自身は、「その女を母親だと信じているのか、という質問は滑稽

だ」と述べる。この言葉に彼の真意を読み取ることができるのかどうかとい

う問題はあるけれども、小説における「ステンシルの母としての V.」という

部分のみに焦点を当ててしまうと、それと関連性の薄い V の情報があまりに

多くなる。しかし、小説内の全ての V が何らかの形で結びついているのだと

考えるならば、ステンシルの「陰謀」説と同じように、多くの部分を想像力

に頼らなければならなくなる。 

 

Ⅳ 

 

 先に引用した Hite の言葉によれば、V.の情報群の中に「陰謀」が存在す

るならば、世界中はその陰謀に支配されているということになり、反対に、

特定の V.なるものが存在しないとすれば、世界はすでに混沌状態にあるとい
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うことになるため、いずれにせよ人間は無力だという結論にたどり着く。し

かし、この物語において重要なのは、陰謀があるのか、ないのかではなく、

陰謀があるように感じるのかどうかという点であると考えられる。つまり、

情報自体だけではなく、それを受容する人間の意味付けや解釈が問題となる

のである。 

第 9 章では、カート・モンダウゲンという工学生がアフリカで空中の電波

を受信する作業を行っている。モンダウゲンが受信した電波を、ヴァイスマ

ンという男がアルファベットに変換して文字列を導き出す。更にそこから

“GODMEANTNUUAK”という文字を抽出し、それを並べ替えると“KURT 

MONDAUGEN”になるのだという。また、残りの文字列からは、ウィトゲン

シュタインの『論理哲学論考』の命題を読み取る。ヴァイスマンの暗号解読

やステンシルによる V.の解釈を牽強付会だと断言するのはたやすい。しかし、

解釈がこじつけに見えるかどうかは、個々人の尺度次第である。ヴァイスマ

ンの暗号解読も、文字列の中から 3 文字ごとに文字を拾う、という一定の規

則に従っており、これを正当な解釈方法とみなせないこともないのだ。 

注目すべきは、ステンシルも、ヴァイスマンも、偶然集まった無秩序なも

のかもしれない情報の中に、意味を見つけようとしている点である。そして、

V.を読む中で、読者が何か自分自身にとって納得のいく解釈を形成しようと

するならば、それもまた同じ「意味付け」の作業をしていることになる。電

気回路の図が、覗き見をしている人間の顔に見えるという言及が小説内でな

されているように、ランダムな情報の集合体であっても何か意味を持たせて

しまうのが、人間の習性であることを、V.は示している。だとすれば、混沌

の中での人間は、無力なのではなく、混沌の中にさえ「何かが見えてしまう」

ものだといえるだろう。 

しかし、「意味」を見出すことには問題が伴う。それは情報を序列化する、

ということである。例えば、V.では inanimate という単語が繰り返し用いら

れるが、何度も現われる単語は、小説全体におけるキーワードだとみなされ

ることになる。また、V.に関する情報も、繰り返し登場するイニシャル V.

の女に注意を向ける読者が多いと考えられる。このように、情報は反復的に

現われることによって、物語内における自らの重要性を高めている。つまり、
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小説という空間における、一情報の量的な占有度が、その情報の質をも判断

する基準となる。そして、重要な情報というものがあるならば、必然的に「非

重要情報」もあるということになる。ステンシルは、「手がかりを追い続ける

か、見限るかは、「本能」的に感じ取るしかない」と述べているが、情報を選

別して重要なものに意味を見出すという人間の営みは、恣意的な機能である。 

それでは、情報を偏りなく参照して判断することが人間にとって可能かと

いうと、これもまた困難な作業である。V.の第 7 章でアイゲンバリューは、

20 世紀の人間を、皺のよった織物の谷間にいるようなものだと考えている。 

 

Perhaps history in this century, thought Eigenvalue, is 

rippled with gathers in its fabric such that if we are 

situated, as Stencil seemed to be, at the bottom of a fold, 

it’s impossible to determine warp, woof, or pattern 

anywhere else.  By virtue, however, of existing in one 

gather it is assumed there are others, compartmented off 

into sinuous cycles each of which come to assume greater 

importance than the weave itself and destroy any 

continuity (161-2) 

  

布地の谷間に位置する人間は、織物全体を見ることができない。だから、

今現在のこの場所にいる「私」という視点しか持ち得ない。つまり、情報を

受容する際にも、バイアスのない理解自体が不可能だということになるので

ある。そのうえ、Hite の指摘どおり、情報にバイアスをかけなければ、世界

は何の意味を読み取ることもできない無秩序な情報の嵐になってしまう。 

 

Ⅴ 

 

 この小説における、Ｖを連想させる単語や図形は、非常に曖昧な存在であ

る。前章で述べたように、Ｖに関する情報を重要な情報とそうでない雑音に

選別することは、混沌の中に秩序を創り出す一つの方法である。しかし、
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Gordon E. Slethaug が、“ The dividing line between noise and 

information is always uncertain, fluid, and ambiguous”５と述べている

ように、選別の境界線そのものの曖昧さは解消されない。また、V に関する

単語や図形は、それら自体の個々のイメージを有するため、「世界中に断片を

残し」ながら増殖してゆく V.の活動に加担して、V.の謎を更に難解にしてい

るという見方もできるのである。つまり、V.という図像の輪郭は、いかなる

手段を取ろうとも明確にはならないのである。 

 そして、この V.という小説自体、要約して粗筋を述べることの非常に難し

い作品である。John W. Hunt が指摘するように、この小説にはコミカルな

エピソードが多く描かれている。例えば、酒場の客がビア樽に付けられたゴ

ム製の乳房に群がるシーンや、レイチェルが自分の車に愛撫的なしぐさをす

る場面などがある。Hunt は、このような行為に関し、“These antics would 

not have the effect of implying any serious definition of the human 

condition, were it not for the introduction of Stencil’s quests.  But, 

in this context, they become dramatic images of an ominous logic in 

human events”６と述べる。V.について簡潔に説明しようとすれば、省略す

ることになるであろうエピソードも、小説にとって無用な要素だということ

にはならない。ステンシルの追う謎としての V.に対して曖昧な関係にある V

情報も、小説 V.における細かいエピソードも、中心的なものに収斂しないこ

とによって、それら自身の存在を確立させていると考えられるのである。 

 また、V.の登場人物に目を向けてみると、社会や組織の中に組み込まれて

いない人物が多数現われている。ステンシル同様、物語に多く登場するベニ

―・プロフェインは、“human-yoyo”であり、一つの仕事について安定する

ことがない。パオラという女性は、年齢不詳で、マルタ島生まれだが、あら

ゆる国の片言を知っていて国籍もよく分からない。更に彼女はルービーとい

う女性に変装しているときもある。The Whole Sick Crew という集団のメ

ンバーは、自らを芸術家と称しながら日々パーティーに明け暮れる。そして

ステンシルも、解答に行き着くことを望まないまま探求を続ける、一種の

“human-yoyo”だといえる。 

 情報を選別する行為が序列化に結びつくことを先程指摘したが、これを社
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会システムと関連させて考えると、人間の間での支配―被支配関係が浮かび

上がる。V.では、20 世紀前半の歴史的事実から、こうした関係を例示してい

る。例えば、廃車の山から虐殺されたユダヤ人の死体の山を連想させる場面

があったり、また、第 9 章ではドイツによるアフリカ先住民支配の様子が描

かれていたりもする。権威を持ち、あるシステムの中で中心となろうとする

人間がいれば、そうした人々によって搾取される側の人間も現われる。20

世紀前半の歴史がそうした現象の繰り返しであったならば、V.における

1956 年現在の、中心を持たない登場人物たちは、現代社会における新しい

側面を示すものになっている。 

 断片的なエピソード、社会組織からのアウトロー、意図的に特定集団の排

除を行う政策。７このような要素が小説の中に散りばめられているという点

を念頭に置きつつ再度V情報に視点を戻してみると、Vを想起させる要素の、

個々の存在の重要性を再認識することができる。「解くべき謎 V.」の構成要

素として的確かどうかという基準からみれば、それぞれの V の持つ情報の重

要度に差が出るかもしれない。しかしそもそも、Venus は Venus であり、

Via は Via であり、victory は victory である。つまり、陰謀の存在の有無に

関わらず、各々の情報は固有の意味を持ったものであり続ける。そして、固

有の意味を持つことで、V.という謎を変容させるという能動的な働きを果た

してもいるのである。 

 Tanner は 、“ We must look to the overlooked areas of the 

contemporary world for new sources of meaning”８、見過ごしがちな部分

に目を向け、新しい意味の源を見つけることが重要だと主張している。彼の

主張は的確であるが、この際留意しなければならないのは、意味を見出すと

きに起こる、情報選択に自覚的になることだと考えられる。意味を求めるこ

とが人間の自然な営みであるとしても、全体としての意味を導き出す以前に、

個体としてのそれぞれの意味に注目することが必要だということを、V に関

連する情報群や、V.の登場人物たちが示している。 

 

結び 
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 情報とその解釈者との位置付けは微妙な関係にある。情報を解釈する際に

は、各要素の選択・序列化は必ず起こるものである、しかしながら、そうし

た行為は解釈者の情報に対する優越性を意味するものではない。情報を取捨

選択し意味付けを行ったとしても、その解釈内に収斂しない要素はそのまま

存在し続ける。これは、V.における様々な V や、この小説の周縁的な事物が

証明している。さらに、V の情報に関して言えば、V を伴う要素が多岐にわ

たるほどに、「謎」としての V はますます曖昧なものになる。つまり、全て

の V 情報は「謎の V.」そのものではないとしても、V という共通要素を持つ

ことで連帯して謎を深めるというという点では、やはり V.という謎との接点

を持っているのである。 

 そして、そのような情報の多様性に解釈者が翻弄されるとするならば、情

報と解釈者はどちらが主導権を握ることもなくバランスを保っているという

ことになる。どう解釈をしたとしても、そこから逸脱する要素があるのであ

れば、あえて解答を出さないことも情報に対する一つの対処法として成立す

るであろう。そう考えると、ここで再びステンシルの“Approach and avoid”

という態度が思い起こされる。答えという方向に向かおうとしない彼のこの

態度は、自らを活動的な状態に置くという意義を持つと同時に、集約不可能

な情報の断片に意味を見出そうとする人間の真摯な姿勢だともいえるのであ

る。 
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